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私説 :理研 と理論物理

Y.Y.

理研 の更なる発展のための他山の石 としてほ しい。本文のみな らず、注 も精読 して もらひ

たい。



0) 創世記

理研のそもそもの創世期の物理部長は長岡半太郎であり、彼は若くして理論物理の

仕事 (ナガオカモデルその他)で 名をなした、当時後進国日本の物理学界において実

験と理論は未分化 Dであつた。当初の理研では多くの物理学の主任研究員が実験と理論

の両者をこなしてゐたと思はれる。戦前の理研には、西欧型のpureな理論物理学の主

任研究員は居なかったのではないかと推察する。

日本古来の目上を尊敬するという謙譲の美徳に逆らつて本文を草した。ホンダ、カ

ヤ、ニシナ、ユカワの物理学者 としての僕の (“絶対")評 価は、世 (日本国内の物理

ないし自然科学サークル)の 評価よリワン 。ランク低いのである。勿論、国内の一般

向けのため或は日本の青少年に物理ないし自然科学に興味をもたせ科学者に志すよう

しむけるために、愛国的になってこれらの先人をやや誇大に誉めるのを不可とするも

のでは決してない。本文はプロの科学者に対するものである。物理の成果 ・業績につ

いての僕の批半Jは欧米では普通の水準のもの (その中でもやや厳 しい方かもしれぬ)

だが、日本語で書くと (或は云ふ)と 厳しすぎるようだ。同じ事を英語で云ふと日本

の学者でさへも異を唱へないのに。それにしても日本国内で通常に見られる (科学者

やその業績、科学のプロジェク トの成果などに対する)評 価は (礼儀正 しいといふベ

きか謙譲の美徳があり過ぎるのか)僕 のに比べて大甘である。仲間誉めや遠慮、或は

お手盛り審査の所為でもあらうか。

日本が科学の一流国になるのに維新後 1÷世紀 (或は第 2次 世界大戦後の半世紀余)

は未だに時間が足り無かったのであらうか。因みに科学を産みだした西欧が (でさヘ

も !?)、 高エネルギー物理学の分野に於て USAと 互角に達するのに、戦後から四半

世紀余を要した (1945→ 1972/3)(理 論 :非アーベル型ゲージ理論でのくりこ

み処方の実現、実験 :中 性カレントやν‐e散 乱の発見)-1982(W± 、Z°、gluon

の発見))― 一それはほぼ一世代の年月である。

仁科研と理論物理

電気工学者、仁科 (東工大を首席で卒業、たしか銀時計をもらつた)(そ して電気工

学界での crown princeの有力候補と目された)、は (電気工学の研究室のメンバーとし

て欧州に派遣され理研から欧州への渡航費と滞在費を 2termsを だした。)イ ギリスに

留学して実験物理学者に変態し、次いでデンマークに渡つて (N.Bohrが コペンハーゲ

ンでの給与を工面した)、物理実験を続けた後 ((当 時勃興した量子力学に魅せ られ

て))理 論物理学者 となったc �ein―Nishinaの公式
2)はその悼尾を飾るものである。

長い西欧滞在の後、帰国して、理研の主任研究員 (帰国 2年 後の頃)と なり、物理 (原

子核 と宇宙線)の 理論と実験とを統括する。



帰国直後の 2～ 3年 は東大、東北大、京大、阪大などで新興の量子力学 (或はもつ

と広く量子物理学)を 後進国日本の若手物理学者に伝授した。そして欧米に追随する

だけでなく、それらをも凌駕すべく、最新の物理実験施設の整備に全力を挙げる。仁

科は原子核と宇宙線の実験物理学を推進する指導者としてその後の生涯を貫く。

かうして仁科研では、Vd.Graatt cyclotronの小さいのから大きいもの3)へと次々

に建設 してゆく。若き実験家たちは建設に追ひまくられ、核実験に集中する時間的余

裕のないことをなげき又いきどおる。
4)核実験と平行して宇宙線 (CR)研 究をも推進

する。霧函で美事な CRの eventsの写真をとる。又 トンネルの中へ検出器をもちこみ、

地下深くまで達するCR(今 のことばで云へば地下深くに達する μ粒子)をみつける
5)。

これは戦後 (CRの 強度と深さを示すカーヴdepth‐intensity curve上で)ミ ヤザキポ

イントとして CR業 界に周知されることになる。

理論物理学者、若き駿英、朝永振一郎、は仁科研内の理論グループのリーダーとし

て活躍し、欧米に伍して遜色のない力作論文を次々と輩出する。
6)

坂田昌一は朝永の「数学力」に恐れをなし、仁科研から早々と京大の湯川の下に戻り、

ユカワの中間子論の第 2論 文 (1937)の 共著者になる。小林稔はもう少し長く仁

科研にいて朝永の下で働き、京大へ戻り、中間子論の第4論 文 (1938)の 著者 (ユ

カワ、サカタ、タケタニ、コバヤシ)の 一人になる。

朝永の下で大して芽の出なかった坂田が生き生きと仕事をするようになるのは、湯

川の下へ行ってからである。環境のちがいか、先生と弟子の合い性といふものか。坂

田、小林は京大理 ・物で同級であって湯川の最初の弟子 (と云ふより兄貴分と弟分)

であった。しかし彼等が京大を卒業するのは湯川・朝永 (S4)に おくれること4年 (S8)

にすぎない。

このころの仁科 (若者たちは親方と呼んでいた)研 での理論の act�ityは

1)仁 科研 という実験主任研究員の傘の下にあつて トモナガを指導者 とする理論の活

動であった。       .

2)ユ カワの中間子論にニシナ、 トモナガ等が注目、激励し、(欧米の無視に反して)

その発展を促した、といへよう。
・

更に 2)に ついて云へば、年 2回 の数物学会のチャンスだけでは話の時間もその

討論の時間も短く、不十分なので (学会後)理 研でメソン会と称して自由闊達、且時

間的余裕をもつて核物理、素粒子、CR、 特に中間子論について議論するシンポジウム

をもつようになる。メソン会は第 2次 大戦中、日本の情勢悪化の中で自然体会となる。

トモナガを理研の主任研究員とせず、東京文理大に失ったことは理研の最大の損失

である。

ニシナが長くトモナガを自分の研究室内に置いたのは、 トモナガが若すぎたからで

あらうか ? しかし、理研を創設 した時の物理部長は長岡半太郎で、長岡は帝大卒直

後助教授に抜擢され、すぐに教授に昇進した。朝永を若すぎると云うのは、東大 ・京



2)

大中心の当時の学界の保守性、事なかれ主義、のあらはれであつたらうか。
7)

戦争終了まで仁科研の中には宇宙線の実験研究グループがあったc トンネル内の深

い所まで宇宙線がきていることを確かめた件については既述した。宇宙線研究の主流

は霧函によるものであったと思ふ。磁場をかけ函の中に鉛の板を入れたものが CR

eventsの観浪J・研究に使はれた。

写真を見て、霧函の中に置いた鉛板に (上方に進んで !)衝 突した電子は後方に散

乱するのが好きらしいと云ひあつたとか。Phys Revに Anderson et alのLetterが出

る(1932)とγによるe+e‐ 発生という事になり、「おれたちにも沢山 e+e・ 対発生の

(きれいな)写 真をとっていたな ・・・」。 僕には冗談じゃやない、何故 Anderson

より先に ・・・と悔しくなる。

学部学生のとき嵯峨根先生から理研の霧函でとつた中間子 (今の言葉ではμ粒子)

のきれいな trackの写真をアメリカ (Berkleyだった)に 持つて行つたら、写真一枚で

すつか り (実験屋 としての)信 用を得たとの話を聞いた。聞くところによると、

Anderson‐Neddermeyerの (宇宙線中の)メ ソン (今の言葉では μ粒子)発 見発表

,(1937)以前に仁科研ではきれいな μの霧函写真をいくつもとつていたとのこと。もう

何をか云はんやである。

2つ の発見を、写真を手にし、見て、おかしいと思ひながらも、逸したのである。

本当に惜しい。実験屋に理論物理への素養が足りなかつたのか、或は理論を無視して

いた所為であらう。同時にまた朝永先生ら理論屋たちの怠慢でもある。これで又僕は

Physicistとしての仁科先生 (プラス et al)の “力量"の ランキングを格下げせざる

を得なくなつた。理論物理の必要性を生々しく見せてくれた事例であつた。

当今の大学 (院)レ ベルの物理の text bookに二中間子論やくりこみ理論が引用さ

れても、仁科研の実験上の業績が引用されることはあるまい。大金を使ふ研究所 ・研

究室の心すべき事であらう。

戦後の理研での理論 一 湯川研究室

京大の湯川教授は理研の主任研究員 (併任)で もあつた。僕の聞いた所では年に 1

回のオーダー理研に来るだけで、理研には京大ユカワ研出身 (ということはユカワの

弟子)ウ エダとオギタの2人 が理研に雇はれた。∂

ウエダは CR理 論研究を誠実に推進したが、オギタは (その後)反 体制運動に没入し

理研の鷹揚な上層部、多くの研究者 (室)の 編盛をかつた。これが理研内での反理論

ムー ド発生の第一号である。第二号は東大物 ・小谷研出身の[僕の後輩の]ツチダ。ツチ

ダも反体制運動に没入し、理研上層部を困惑させた。一説によると、旧指導教官小谷

正雄先生が理研の理事長になれなかつたのは、1日弟子ツチダの存在の為だつたとか。



3)熊 谷研究室をめぐって

1960年代中葉、熊谷寛夫 (東大)核 研教授は、核研 ・高エネルギー部
9)の主任であ

るのと同時に、二つの大役 :

理研 (サイクロトロン建設)の 主任研究員

素研準備調査室 (核研内に新設)の PS建 設 (準備)部 隊長

を併任されていた。即ち3つ の重要なシャッポのポス トを占めて大活躍中であつた。

しかしながら、理研の熊谷研の No.2松 田一久 1°)は大いに不便をしていて大層不満で

あった。

この頃僕は核研教授 (理論部主任)と しての任期切れに近づきつつあつた。熊谷先

生は理研の熊谷研に来る気はないかと誘つて下さつた。僕は実験に十二分に関心と興

味があり、又実験の準備や計画に少しはadviceできるので気が動いたものの、実験の

研究室の傘の中に居るのは不満 (不足)で 、理論の研究室を作つてもらへる [即ち理

論の研究室の復興 (戦後理研に湯川研があつた。既出 2)]な ら理研へ行きたいと答ヘ

た。熊谷先生は、自分の所へ来るのならすぐにでもやれることだが、理研の中に独立

の理論研究室を立ち上げるのは難しい (し、出来るとしても長い時間を要することだ)

と云はれた。これで僕の理研行きは実らなかつた。

少し後 (東大物に素粒子理論の教授と助教授が多すぎるし、西島和彦が教授として

帰国してきた直後なので僕が東大 。物にゆけるチャンスは皆無と思つてゐたのだが)、

核研入所後 6年 経った時、僕は、東大理 。物の高エネルギー物理実験担当の教授とし

て配置換へとなった.こ のことは、西川哲治教授の壷力 (巧妙な策略)に よるもので

あつた。核研の任期
11)5年 ±2年 を破 らずにすんで、Yは 心からほつとした。西川哲

治に大きなカリをつくつた。しかし東大理 ・物に 1967年 7月 に赴任したら、素粒

子論研究室のスタッフの一人として加へられた。物理教室用予算の配当 (Th.:Exp=

1:4 旧帝大内で最悪の比)も 理論並みであつて、とまどいつつも、一切口答せず、素

研の一員として殊勝に振舞ってゆくことにした。

4)今 の理研の理論

谷畑研の中に大きな核理論とRHIC関 連理論グループが在 り、又延与主任研究員は

BNLの RHICを サポー トする理論センターの副ヘッドである。他にも色々な (実験)

研究室の中に理論屋が (少し)ゐ る。 2002年 には理論研究室が川合 (併任)主 任

研究室の下にオープンした。ユカワの時代に比べると主任の理研滞在率も理論屋数も

共に桁ちがひに向上した。次はもう一ふんばりして極東の理論の国際研究センターに

発展して欲しい。



脚注)

1) 欧州ではすでに分化していた。たとへば、M.Planckや A.Einstein,N.Bohr,ヽV

Heisenberg,W P auli,E.Wigner,E.Schrёdinger等はその顕著な例であつて、理論物理

学者であった。第 2次 世界大戦後となると理論屋と実験屋の分離は明白となる。更に原

子核、素粒子、宇宙線の分化も顕在化した。顕著な例外は Enrico Fermiで彼は理論 ・

実験共に超一流で 20世 紀では例外的存在であった。

2)N.BOhr健 在の時の事をよく知る北欧の (又は Bohrの 研究室にいたことのある)年

輩の物理学者達(その多くが Committee of Nobel Prize for Physicsのメンバーである)

から間いた話を以下に記す。

やがて帰国するであろう仁科のことをかねて気づかっていた N.Bohrは その弟子の一

人 0.� einを呼んで、Nishinaにお前の計算を手伝はせ、共著論文としてやれと命じ

たと云ふ。かうして生まれたのが、�ein―Nishinaの公式である.そ の計算はその後

の素粒子の教科書にあるような正統的摂動計算でなく(1946年 生れの Feynman式

計算 ― それならすごく簡単 ― であり得る筈もない)、半古典論的計算であった。即

ち入射電磁波が自由 (静止)電 子 (但し電子には生れたばかりの Diracの 電子方程式

を適用した)を 振動させると電子が電磁放射をするといふものであった。云ふまでも

なく答は QEDの 摂動論で得られる周知のものと一致する。途中の計算は複雑で厄介で

あつて二人の式が中々あはなかった。しかし長い計算の末到着した答 (断面積)は 簡

単で綺麗な式となり驚いたといふ。

これを閏いて、物理学者 Nishinaへ の僕の評価 (のランキング)が またしても下がつ

た。実験家、物理学者ないし加速器専門家としての Nishinaへ のぼくの評価について

は後述する。

3) 理研の戦前のサイクロトロン建設は仁科研 と西川研の共同作業であつた。 しかし

戦後しばらくすると西川先生の名が抜け落ち、いつしか「仁科のサイクロトロン」にな

つていつた。西川先生はさうなっても何の反論もされなかった。西川先生 (ICEK前所

長は西川先生の長男、次男はプラズマの理論家として活躍した前広大教授)は 、誠実

で実に謙虚な物理学者であって、僕の尊敬する学者の一人である。西川先生と比較す

れば、次の世代は物理学者として共によく出来た男たちだけれども、性格は父君 とは

正反対である。((“政治的"に も大したやり手))隔 世遺伝であらうか。(西川哲治 団 K

前所長の母方の祖父は政治家)。

4) 当時の若者たちは彼等がサイクロを用いて作 り出し同定しようとうとしていた新同位

(放射性)核 種について新着の Phys.Revが報 じているのを見て云ふ :



5)

「おれたちはアメリカより2週 間おくれてゐるだけだ」

この話を僕は皆川理先生から聞いたのだが、僕は直ちに皆川先生に「理研の実験の遅れ

は2週 間ではありませんよ。実験を終えて解析し論文に仕立てて、投稿し、レフェリ

ーを経て、Phys.Revに 載って、その号が船便 (当時アメリカから日本まで最速で届く

のに2週 間かかつた)で 日本に来る迄には半年か 1年近くかかるでせ う。」皆川先生は

苦笑して、以後 USと のtime lagに言及されることはなかった。

地下の CRを めぐって戦時中理研でのメソン会等において活躍な議論が始まり、

谷川安孝は二中間子論 [核力を媒介する湯川中間子と (今の言葉ならpion又は

π中間子)と 地下深くに達する “中間子"(今 に云うmuon又 は μ粒子)と は別物で

ある]を 提唱する。ついで、坂田昌一と井上健は谷川のものとは違 う二中間子論の

versiOnを考え出す。論文発表に当たつては谷川 version(CR中間子はボゾン)と坂田・

井上 version(CR中 間子はフェルミオン)を 別々の 2つ の論文とすることで手打ちに

なったとか。 しかし、戦後 Powe■ et alのπ と μの発見 (更に USAで の人工 π中間

子生成の結果、π や μ の性質や質量や崩壊様式が確認される)に よつて坂田 。井上

versionの二中間子論が正しいことが実証される。決定的な ideaの発信者であつた谷

川の名は霞んでしまひ、坂田 ・井上だけが名を為す。しかし、仁科研の宇宙線実験研

究は後世に残る偉大な理論物理学上の実績 (二中間子論)を 生み出すもととなつたの

である。

因みに、ニシナ研の連中はアダナをつけるのが好きだったようだ。例 :坂田→凡児 (ボ

ンジーー当時の芸人の名、漫才師か ?、 顔が似てゐたとか)、小林→ヒネル (ベク トル

中間子の spin flipを体を捻って示した所から。捻は五rst nameとつくりが同じ。な

ほ、温厚でソツがなく、皆に敬愛された朝永さんのアダナは聞いた事がない。

しかし、朝永先生は一生忘れ得ぬ痛恨事を経験される。Tomonaga等 は Diracの電子

論を用いて高エネルギーγ線による ette‐対発生と高エネルギーの荷電粒子による制動

幅射 (Bremsstrahlung)

γ 十 (Z)→ (Z)+(Z)十 e十+e‐   (pair creation)

(±)+ (Z)― → (Z)+ (± )+γ    (Brelll■sstrahlung)

(±は荷電粒子、(Z)は原子番号 Zの 核)

を計算 し論文を書き上げられた。それ等を学術誌に発表したいと仁科さんに申し出た

所、仁科さんは論文を直してやらうと云つてカバンにしまつた.そ してカバンを持ち

歩いた。そのまま半年 (以上だったのかも知れぬ)も 経った頃、新着の雑誌に

Bethe‐Heitlerの論文 PrOc.Roy Soc.146(1936)83,etc etc,がのつてゐた。彼等は同じ

結果をすでに雑誌上に発表していたのである。朝永さんは仰天して仁科さんに閏くと、

朝永らの論文をまだ十分に読んでおらず、訂正も終っていないとのこと。朝永らの計

6)



算は、荷電粒子にたいして plane waveの perturbationだけでなく、Coulomb

wave‐functiOnのときまでやってあって Bethe‐Heitlerlplain wave approximation)以

上のものであったのに 1朝永先生の無念さは押して知るべきである。仁科さんは研究

室運営のマネージャー業と、加速器や測定器製作のための (研究)資 金集めに追われ

ていた所為でもあらうか。仁科さんは朝永らの論文の物理学上の重要性への認識がな

く、その発表の緊急性に思ひ至らなかったのである。再言すれば、物理の新業績への

仁科さんの評価力がコペン滞在期に比べ激減してゐたのだと云はざるを得ない。

さすが温厚な朝永もよほど悔しかつたのであらう。戦後 (東大出の)我 々が文理大

の朝永先生のゼミに押しかけてゐた頃、朝永先生から以上のことを直接聞いた。この

経験の後、朝永先生はその門下生 (やその指導を仰ぎに来た若者たち)の 論文が完全

にナンセンスか、完全に間違っている (例えば数学的な導出のミス)の でない限り、

学術誌に発表すべく投稿するのに、Noと は決して云はれなかつた。しかし皮肉な朝永

先生はつけ加へて曰く。『お前さんのこの論文を発表するなとは云はない。但し粗末な

論文を学会誌に発表しておくと、後になって自分で恥ずかしい思ひをしても知らない

よ。』 このような精神は湯り||さんにもあつた。Prog.Theoret.Phys.(PTP)が出来たと

き、若者の (今の僕から見て)余 りよくない論文でも何かとりえがありさうなら、な

るべくPTPに のせてやらうという湯川さんの恩情があった。その代はり欧米の一流の

おっかない理論屋どもからは PTP(の 初期のもの)に は程度の低い若者の論文が多す

ぎると皮肉られた。 Yに かう云はれて返す言葉を見出し得なかった。競争社会では、

トモナガ ・ユカワの恩情は切 り捨てられるのが常識だった。

7)例 へば明治の初め、京都の水力発電施設の建設は21か 22才 の留学帰りの工学者に

まかされた。今も京都の蹴上にその遺構の一部を見ることができる。明治の帝国大学

創成期を措くとしても、 トモナガの一世代前にあっては、ナガオカやホンダの先例が

あるのに。

長岡半太郎 (1865-1950):東 大 ・物キ (1887)

6に Pに 昇格。理研や東北大理と阪大の創設に壷力。

本多光太郎 (1870-1954):東 大 ・物キ (1897

1922金 研創設 ・その初代所長。

直後 _APとなり、189

),1911東 北大 R

8)理 研の研究室が基研とINS理 論部につぐ理論の第三の共同利用研を目指すなら、自分

の弟子だけを理研に送 り込む (就職させる)の でなく、全国の素粒子論グループに呼

びかけて公募し、適任者を選ぶべきであつたらうЭしかしユカワはさうしなかつた。

ユカワが非常勤でなくて常勤であったか、或はユカワが適切で有能な後進に理研理論

物理の主任研究員をバ トンタッチしていたら、以後のことは様がはりしていたらう。
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ユカワの目のなさが悔やまれる。

9) 1.3Gevの 電子シンクロトロンとそれを使ふ素粒子実験が主、円運動をするeの発す

る放射光を用ひてパラサイ ト的に学術的に多くの領域の実験が、シンクロ稼動直後に

はじまつた。これは世界的に見ても正に先駆的な試みの実現であり、その後の日本で

の「放射光利用」の大発展の礎ともなり、大いに誇つてよい事例である。又、核研の放

射光ユーザーが核 (の一つ ?)と なって大 pressure groupを作 り上げ� Kの photo

faこtOry実現へ導いた。

10)理 研へ来る前は、核研低エネルギー部の助教授で、核研設立以来のメンバー、核研

のサイクロトロン (FFと FMの convertible machineで、しかもFFは 可変エネルギ

ーというunique accelerator)を建設 (藤原賞を受けた)し た 7人 の侍の 1人でもあつ

た。熊谷先生は週に一日曜日を決めて理研に行かれた。重要な (特にサイクロトロン

や核実験に必要な施設や部品の発注購入に必要な)書 類のハンコ押し (熊谷主任の役

目)は 一週毎であった。松田さんは、いつも (イライラしながら一―僕の観沢1)熊 谷

先生の来られる日を待ち兼ねて仕事を思ふやうに進めない事を、僕なぞ気の置けない

連中には、ボヤいて居た。

ついでに是非附記しておきたい事がある。

松田一久が主任研究員となる4月 1日 の直前スキーに行つた。スキーの名手、松田、

が、雪上に顔を出していた岩の上をジャンプして飛び越した直後後倒し頭を強打して

やがて死去する。若い子供を残しての急死で周囲の関係者は仰天、困惑した。返す返

すも惜しい人物を失つたものだ。

この悲しい事態の起る以前から、僕は熊谷先生に以下のような苦言を呈していた。

先生はすばらしい実験物理学者で物理屋として 100点 満点以上、 120点 の人物で

あらう。しかし、 3つ の大きな仕事 (職務)を こなさうとすれば、 1つ だけとると1

20点 ■ 3=40点 で、 3つ のどれもこれも落第点になってしまふ、どれか 1つ (出

来れば、 2つ )を 減らして欲 しい。

こんな事を他人に聞こえる所では云へないから、熊谷先生の車か僕の車に2人 で乗

つて、核研周辺をノロノロ運転しながら、かうした際どい批判を熊谷先生に直言する

のであった。この類ひの苦言を何度も熊谷先生にした。今から顧みると、熊谷先生は

よくぞ懲 りもせず、剥れる事もなく、若僧の小生意気な言に耳を傾けて下さつたもの

と今になって冷汗の出る思ひである。

11) INSの 理論スタッフ (に対する素粒子論グループできめた)紳 士協定としての任

期。 勿論教育公務員特例法の適用をうける国家公務員としてのものではない。


